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資料２ 



 

   パーククラブ 

１．課題 

            

           ＊前年よりの継続事項   

 

             

           ＊チーム及び全体活動の参加者が少なく低調である                   

                    ⇓  

                 ①、②の対策として 

            

          ＊横の連携を密にする  

                          →      

            ＊目に見える成果                        

       

 2.対策（中地区の再検証） 

    ＊中地区の現場巡回 

       5月、6月全体活動でアイデアの抽出                  

       (何処をどの様に整備すればよいか）  

 

     ＊チームリーダー＆サブリーダーにより前述のアイデア整理 

       現場巡回で多岐にわたるアイデアがでたので7月、8月 

       で整理                        

                 ⇓     

             

     ＊９月度役員会及びパーク会議にて半島棚田に決定 

       (前年のパーククラブ活動方針予定と同じ）                   
                           

 

 

 

 

    

①また来たくなる公園 

②パーククラブ活動の低調 

全体活動で活性化を図る 

新しい見所造り 

半島棚田整備が多数 



 

 3. 半島棚田ゾーニング検討会（10月実施）まとめ     

 

    
                                           以上 

 

 

              
                       

    ①整備範囲：今回は1段目（最上段）～2段目   

             

    ②どのように整備するか：花壇の設置 

        

    ③土壌：土質調査は必要も土壌改良迄はする必要なし 

 

    ④植栽：土質の問題もあるので花、樹木の種類 

         を今回は決めないで、やりながら決める方が良い 

 

         1段目は中央に花壇、その両側に低い樹木を配置する 

 

    ⑤景観：最上段からの眺望確保したい 

 

    ⑥周辺環境：向井池に飛来する水鳥を考慮し、少なくとも5段目 

            ～7段目は現状維持（整備しない） 

       

    ⑦園路：既存の小径利用（やりながら現場を見て決める） 

         水鳥が逃げない園路つくり 

          

    ⑧設備：椅子、藤棚は設置する 

 

    ⑨水の確保：井戸を掘る？、奥池の利用？（今後の課題） 

 

    ⑩日照の確保：周囲の日照を妨げる竹、樹木を計画的に   

              伐採する 

 

    ⑪管理：全体活動又はチーム？（今後検討） 

                        


